
基
本
理
念

中央区男女共同参画ニュース「Bouquet（ブーケ）」は女性センターや区の施設などで配布しています

特集号  2018.6

中央区男女共同参画ニュース「ブーケ」

「
中
央
区
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
2
0
1
8
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

男
女
一
人
一
人
の
人
権
と
個
性
が
尊
重
さ
れ
、

み
ん
な
が
能
力
を
発
揮
し
、

活
躍
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現

◆ 平成 29年度中央区ワーク・ライフ・バランス推進企業を認定しました
◆第 17回中央区ブーケ祭りを開催します

特
集



女性が優遇されている

平成 28 年調査（724人）

平成 24 年調査（739人）

平成 19 年調査（778人）

平等になっている
やや女性が優遇されている 男性が優遇
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やや男性が
優遇されている

資料：�「中央区男女共同参画に関するアンケート調査」
（平成28年、平成24年、平成19年）

男女の地位の平等感の変化データ

　男女の地位の平等感について、アンケート
調査で尋ねています。
　「平等になっている」と感じている人の割合
は、平成 19 年調査では 22.4％、平成 24 年調
査では 22.9％と増えましたが、平成 28年調査
では19.5％に減っています。

2

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
た
中
央
区
の
取
り
組
み

　

中
央
区
で
は
昭
和
62
年
に
最
初
の
行

動
計
画
を
策
定
し
て
以
来
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
全
庁
を
挙

げ
て
取
り
組
み
、
平
成
５
年
に
は
女
性

団
体
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
そ
の
活

動
拠
点
と
し
て
女
性
セ
ン
タ
ー
「
ブ
ー

ケ
21
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
同
時
に
情

報
誌
の
発
行
な
ど
の
啓
発
活
動
や
女
性

へ
の
就
労
支
援
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
推
進
、
家
庭
や
職
場
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
的
確
に
対
応
す
る

相
談
事
業
の
充
実
な
ど
、
女
性
の
自
立

支
援
や
男
女
共
同
参
画
の
推
進
を
図
る

た
め
、
各
種
施
策
の
実
施
・
充
実
に
努

め
て
き
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
を
取
り
巻
く

国
や
東
京
都
の
動
き

　

国
は
、
平
成
27
年
に
「
第
４
次
男
女

共
同
参
画
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
あ

ら
た
め
て
強
調
す
べ
き
点
と
し
て
「
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
」、

「
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現
」、「
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
基

盤
の
整
備
」、「
推
進
体
制
の
整
備・強
化
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
法
律
の
制
定
・
改

正
状
況
を
見
る
と
、平
成
25
年
に
は
「
配

偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者

の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
」
を
改
正
し
、

平
成
28
年
に
は
、
10
年
間
の
時
限
立
法

と
し
て
「
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る

活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
を
施
行

し
ま
し
た
。

　

東
京
都
に
お
い
て
も
、
平
成
29
年
に

「
中
央
区
男
女
共
同
参
画

行
動
計
画
2
0
1
8
」が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

特集

中
央
区
で
は
、
本
年
3
月
に
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、

「
中
央
区
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
2
0
1
8
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

「
東
京
都
女
性
活
躍
推
進
計
画
」
と
「
東

京
都
配
偶
者
暴
力
対
策
基
本
計
画
」
で

構
成
さ
れ
る
「
東
京
都
男
女
平
等
参
画

推
進
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

中
央
区
男
女
共
同
参
画

行
動
計
画
2
0
1
8

　

近
年
、
中
央
区
で
は
定
住
人
口
や
年

間
出
生
数
が
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も

活
力
を
維
持
し
、
成
長
し
て
い
く
た
め

に
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
性
別
を
問
わ

ず
す
べ
て
の
区
民
が
活
躍
し
、
能
力
を

発
揮
し
て
自
己
実
現
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
の
構
築
が
不
可
欠
で
す
。
こ

の
た
め
、
平
成
29
年
度
末
を
も
っ
て
計

画
期
間
が
満
了
と
な
る
「
中
央
区
男
女

共
同
参
画
行
動
計
画
2
0
1
3
」
を
改

定
し
、
平
成
30
年
度
か
ら
平
成
34
年
度

ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
「
中
央
区
男

女
共
同
参
画
行
動
計
画
2
0
1
8
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、「
中
央
区
配
偶
者
暴

力
対
策
基
本
計
画
」
に
加
え
、「
中
央

区
女
性
活
躍
推
進
計
画
」
も
新
た
に
包

含
し
、
女
性
が
そ
の
個
性
と
能
力
を
十

分
に
発
揮
し
職
業
生
活
に
お
い
て
活
躍

す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
区
民
が
い

き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
豊
か

で
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
築
い
て
い
く

た
め
の
施
策
推
進
の
基
盤
と
な
る
も
の

で
す
。
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男
女
一
人
一
人
の
人
権
と
個
性
が
尊
重
さ
れ
、
み
ん
な
が
能
力
を
発
揮
し
、
活
躍
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現

基本目標1

基本目標2

基本目標3

基本目標4

基本目標5

人権が尊重され、
多様な生き方を
認め合う社会の形成

さまざまな場への
男女共同参画の促進

男女共同参画社会の
実現に向けた人材

育成と拠点施設の活用

1  働く場における女性の活躍
推進

4  子育てや介護に対する支援
の充実

5  生活の場への男性の参画
促進

2  子どもの個性や能力を育む
学校教育の充実

2  地域活動における男女共同
参画の促進

3  男女共同参画の視点を取り
入れた防災体制の推進

1  地域の活動で中心的な役割を果たす
女性の人材、グループ・団体の育成

2    女性センター「ブーケ21」のさら
なる活用と近隣施設との連携

2 女性の就労支援

1  セクシュアル・ハラスメント
などの防止

3  男女の生涯にわたる健康
支援

3  ワーク・ライフ・バランスの
推進に向けた支援

2  配偶者等からの暴力の防止

4  ひとり親家庭や単身世帯な
どへの支援

3  配偶者等からの暴力被害者
の支援

1 男女平等の意識づくり

1  政策・方針決定過程におけ
る女性の参画促進

基本目標 施　策取り組むべき課題基本理念

(1) 女性の活躍推進に向けた意識啓発
(2) 女性の活躍推進に向けた取組の支援

(1) 女性の就労継続に向けた支援
(2)  子育て・介護などで仕事を中断した女性の再就
職支援

(3) 女性の能力発揮に向けた支援

(1)  ワーク・ライフ・バランスに対する普及・啓発
(2)  ワーク・ライフ・バランス推進に向けた事業所
への支援

(1) 子育てをしている人への支援
(2) 家族の介護をしている人への支援

(1)  配偶者等や交際相手からの暴力の防止に関する
意識啓発

(2) 被害者の早期発見に向けた取組の推進

(1) 男女共同参画の意識啓発
(2) 男女共同参画に関する情報提供

(1) 学校における男女平等教育の推進
(2)  人権の尊重や社会・文化の多様性への理解を深
める教育の推進

(1) 生涯にわたる女性・男性の健康支援
(2) 妊娠・出産期における女性と子どもの健康支援
(3) 子どもの相談体制の整備

(1) 家庭の状況に応じたきめ細かい生活支援
(2) 経済的自立に向けた就労支援

(1) 審議会など委員への女性の参画拡大
(2) 区民の意見反映の機会の充実
(3) 管理監督職への女性の登用と女性活躍の推進

(1) 地域活動の場の提供と活動支援
(2) 地域活動のきっかけづくり

(1) 防災対策における女性の参画拡大
(2) 男女共同参画の視点を取り入れた防災対策

(1)  地域活動における女性リーダーの育成
(2) 女性センター「ブーケ21」利用団体に対する支援

(1) 男女ともに利用される女性センター「ブーケ21」
(2) 近隣施設との連携

(1)  男性の家事・育児・介護への参画に向けた普及・
啓発

(2) 男性の家事・育児・介護への参画促進

(1)  セクシュアル・ハラスメントなどの防止に関
する意識啓発

(2)  セクシュアル・ハラスメントなどの被害者の
支援

(1) 相談機能の充実
(2) 連携体制の強化
(3) 被害者の保護と自立支援

「中央区男女共同参画行動計画 2018」の詳しい内容は、女性センター「ブーケ 21」、区役所 1階まごころステーション・情報公開コーナーで
閲覧できる他、区のホームページにも掲載しています。ぜひご覧ください。
中央区ホームページ https://www.city.chuo.lg.jp/　中央区立女性センター「ブーケ 21」ホームページ http://bouquet21.genki365.net/

中央区男女共同参画行動計画 2018　計画の体系

〔  　       〕

〔   　         〕

女性の活躍の推進
中央区

女性活躍推進計画

閲覧できます

男女平等を阻む
暴力の根絶
中央区

配偶者暴力対策基本計画

「
東
京
都
女
性
活
躍
推
進
計
画
」
と
「
東

京
都
配
偶
者
暴
力
対
策
基
本
計
画
」
で

構
成
さ
れ
る
「
東
京
都
男
女
平
等
参
画

推
進
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

中
央
区
男
女
共
同
参
画

行
動
計
画
2
0
1
8

　

近
年
、
中
央
区
で
は
定
住
人
口
や
年

間
出
生
数
が
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も

活
力
を
維
持
し
、
成
長
し
て
い
く
た
め

に
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
性
別
を
問
わ

ず
す
べ
て
の
区
民
が
活
躍
し
、
能
力
を

発
揮
し
て
自
己
実
現
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
の
構
築
が
不
可
欠
で
す
。
こ

の
た
め
、
平
成
29
年
度
末
を
も
っ
て
計

画
期
間
が
満
了
と
な
る
「
中
央
区
男
女

共
同
参
画
行
動
計
画
2
0
1
3
」
を
改

定
し
、
平
成
30
年
度
か
ら
平
成
34
年
度

ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
「
中
央
区
男

女
共
同
参
画
行
動
計
画
2
0
1
8
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、「
中
央
区
配
偶
者
暴

力
対
策
基
本
計
画
」
に
加
え
、「
中
央

区
女
性
活
躍
推
進
計
画
」
も
新
た
に
包

含
し
、
女
性
が
そ
の
個
性
と
能
力
を
十

分
に
発
揮
し
職
業
生
活
に
お
い
て
活
躍

す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
区
民
が
い

き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
豊
か

で
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
築
い
て
い
く

た
め
の
施
策
推
進
の
基
盤
と
な
る
も
の

で
す
。



4

中
央
区
で
は
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
や
男
女
と
も
に
働
き
や
す
い
職

場
づ
く
り
な
ど
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
な
ど
を
認
定
す
る
「
中
央
区
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
企
業
認
定
」
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
平
成
29

年
度
は
2
社
を
認
定
し
、
4
月
12
日
に
認
定
式
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
29
年
度

中
央
区
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
企
業
を

認
定
し
ま
し
た

　
区
で
は
、
今
年
度
も
引
き
続
き
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
企
業
を

募
集
し
認
定
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
に
取
り
組
も
う
と
す
る
企
業

や
、
さ
ら
に
充
実
を
図
ろ
う
と
す

る
企
業
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣

し
、
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

● 

対
象
事
業
所
　
区
内
に
事
業
所

を
置
き
、
常
時
雇
用
す
る
従
業

員
の
数
が
3
0
0
人
以
下
の
企

業
、
一
般
社
団
法
人
、
一
般
財

団
法
人
な
ど

● 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
の
支
援
内
容

　 

長
時
間
労
働
削
減
や
有
給
休
暇

取
得
促
進
の
ア
ド
バ
イ
ス
他

●
費
用
　
無
料

※ 

詳
細
は
、
6
ペ
ー
ジ
左
上
の
申

し
込
み
・
連
絡
先
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
企
業
、
な
ら

び
に
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
を
希
望

す
る
企
業
を
募
集
し
ま
す

募集

区長と認定企業の皆さん

認定証

認定式の様子

認定式の様子

認定式後に懇談会を開催
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■ 株式会社
 トーコンホールディングス
 （21年度認定）
 情報通信業
 日本橋蛎殻町
■ 株式会社ダンクソフト
 （21年度認定）

 情報通信業
 日本橋室町
■ エヴィクサー株式会社
 （21年度認定）

 情報通信業
 新川
■ ナスエンジニアリング
 株式会社
 （25年度認定）

 建設業
 日本橋本町

■ エヌアイシー・ソフト
 株式会社
 （27年度認定）
 情報通信業
 明石町

■ 明和證券株式会社
 （27年度認定）
 金融業・保険業
 八丁堀

■ レボ株式会社
 （27年度認定）

 情報通信業
 日本橋久松町

平成 29年度の
認定更新企業

　これまで認定された各社
も、引き続きワーク・ライフ・
バランスの推進に取り組ん
でいます。

　

造
園
工
事
、
農
薬
・
園
芸
資
材

販
売
、
芝
生
の
整
備
・
維
持
管
理

を
手
掛
け
る
同
社
は
、
両
立
支
援

の
取
り
組
み
と
し
て
、
育
児
休
業

復
帰
者
の
仕
事
量
や
内
容
を
調
整

し
、
子
が
４
歳
に
な
る
ま
で
は
短

時
間
勤
務
に
よ
る
１
時
間
分
の
給

与
を
引
か
な
い
仕
組
み
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
育
児
休
業
復
帰
者
の

経
験
を
生
か
し
て
作
成
し
た
独
自

の
「
子
育
て
応
援
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

に
は
、
妊
娠
か
ら
復
職
ま
で
の
流

れ
、
会
社
の
諸
制
度
、
相
談
窓
口

な
ど
の
情
報
を
載
せ
て
い
ま
す
。

　

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
向

け
て
、
在
宅
勤
務
、
有
給
休
暇
の

計
画
取
得
、
ノ
ー
残
業
デ
ー
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ノ
ー
残
業
デ
ー

は
月
２
回
、
決
算
で
多
忙
な
時
は

月
１
回
と
し
て
、
業
務
の
波
に
応

じ
て
設
定
し
て
い
ま
す
。
経
営
層

の
提
案
で
始
ま
っ
た
月
１
回
の「
ワ

イ
ガ
ヤ
会
」
に
は
経
営
層
か
ら
一

般
職
層
ま
で
が
自
由
に
参
加
し
、

社
内
環
境
、
業
務
体
制
の
改
善
提

案
を
出
し
合
っ
て
い
ま
す
。

経
営
層
か
ら
一
般
職
層
ま
で
、社
内
環
境
、

業
務
体
制
の
改
善
提
案
を
出
し
合
う

株
式
会
社
ニ
チ
ノ
ー
緑
化
　

中
央
区
日
本
橋
小
伝
馬
町
14-

4

建
設
業

従
業
員
数
38
名
（
女
性
5
名
、
男
性
33
名
）

　

化
粧
品
や
日
用
品
、
食
品
な
ど

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
リ
サ
ー
チ

を
手
掛
け
る
同
社
は
、
育
児
や
介

護
の
経
験
が
直
接
実
務
に
生
か
せ

る
こ
と
か
ら
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

を
乗
り
越
え
て
働
き
続
け
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
管
理
部
を
中
心
に
委
員
会
を

設
け
、
全
社
で
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
向

け
て
、
労
働
時
間
の
短
縮
、
出
社

日
数
の
削
減
、
在
宅
勤
務
の
中
か

ら
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
て

働
き
方
を
選
択
で
き
る
制
度
を
導

入
し
て
い
ま
す
。
時
差
出
勤
に
よ

る
労
働
時
間
の
調
整
や
、
週
１
回

の
ノ
ー
残
業
デ
ー
を
仕
事
の
都
合

に
合
わ
せ
て
自
分
で
決
め
て
実
行

す
る
な
ど
、
個
々
の
社
員
が
柔
軟

に
働
け
る
仕
組
み
が
あ
り
、
労
働

時
間
の
削
減
や
残
業
代
の
削
減

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。
残
業
の
少
な
い
部
門
を
表
彰

す
る
こ
と
で
、
残
業
を
良
し
と
し

な
い
風
土
を
醸
成
し
て
い
ま
す
。

誰
も
が
継
続
し
て
働
け
る
環
境
を
つ
く
り
、

育
児
や
介
護
の
経
験
を
実
務
に
生
か
す

日
本
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
　

中
央
区
銀
座
3-

15-

10 

菱
進
銀
座
イ
ー
ス
ト
ミ
ラ
ー
ビ
ル

学
術
研
究
・
専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
業

従
業
員
数
82
名
（
女
性
39
名
、
男
性
43
名
）

若手社員も働きやすい職場づくり

公園工事など緑化事業に女性
が最前線で活躍
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中
央
区
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
総
会
が

5
月
19
日
㈯
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

「
ブ
ー
ケ
21
」事
業
協
力
ス
タ
ッ
フ

養
成
講
座

講
演
と
映
画
の
つ
ど
い

届
け
！
心
の
ま
ん
中
に

〜
共
に
生
き
る
、家
族
の
絆
〜

水
曜
イ
ブ
ニ
ン
グ
ト
ー
ク

平
成
30
年
度
の
テ
ー
マ

「
世
界
か
ら
来
た
お
と
な
り
さ
ん

〜
聞
い
て
み
よ
う
！
い
ろ
い
ろ
な
国
と
中
央
区
〜
」

6
月
23
日
〜
29
日
は「
男
女
共
同
参
画
週
間
」で
す
。

今
年
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

「
走
り
出
せ
、
性
別
の
ハ
ー
ド
ル
を

超
え
て
、
今
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ピ
ア
ノ
演
奏
し

て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す

報  告募  集

募  集

募  集

お知らせ募  集

　「
中
央
区
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
、
区
内
女
性

団
体
の
交
流
連
携
を
目
的
と
し
て
設
立
さ

れ
、「
中
央
区
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ニ
ュ
ー

ス
」
の
発
行
や
、
中
央
区
と
の
共
催
に
よ
る

講
演
や
研
修
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
総
会
で
は
、
活
動
実
績
報
告
お
よ
び
今
年

度
事
業
計
画
の
承
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
参
加
団
体
（
個

人
参
加
も
可
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
、
左
の
申
し
込
み
・
連
絡
先
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識

や
、
そ
の
推
進
に
向
け
た
講
座
・
講
演
会
の

企
画
運
営
方
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。
修
了
後

は
、
事
業
協
力
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
「
ブ
ー
ケ

21
」
に
お
け
る
講
座
・
講
演
会
の
開
催
な
ど

に
ご
協
力
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

●
日
時
　 

講
座
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
と
お
り
。

開
催
時
間
は
、
全
回
午
後
6
時
30

分
〜
8
時
30
分

　
7
月
、
8
月
、
9
月
、
10
月
の
第
1
水
曜

日
の
午
後
6
時
30
分
か
ら
、「
水
曜
イ
ブ
ニ

ン
グ
ト
ー
ク
」
を
開
催
し
ま
す
。
中
央
区
で

活
躍
す
る
方
々
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
お
話
を

伺
い
ま
す
。

●
第
1
回 
「
イ
ギ
リ
ス
か
ら
来
た
英
語
教
師

ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
」

●
日
　
時
　 

7
月
4
日
㈬

 

午
後
6
時
30
分
〜
8
時

●
場
　
所
　
女
性
セ
ン
タ
ー
「
ブ
ー
ケ
21
」

　
男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学
校
で
、
地

域
で
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力

を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
、

区
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
取
り
組
み
が
必

要
で
す
。
私
た
ち
の
周
り
の
男
女
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？
「
ブ
ー
ケ
21
」
で
は
、
こ

の
週
間
に
合
わ
せ
、
内
閣
府
制
作
の
「
男
女

共
同
参
画
週
間
ポ
ス
タ
ー
展
」
を
開
催
し
ま

す
。
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
を
よ
り
身
近
に
捉
え
て
い

た
だ
く
た
め
、
講
演
と
映
画
の
上
映
を
実
施

し
ま
す
。

●
日
時
　 

7
月
7
日
㈯
午
後
1
時
〜
4
時

 

（
午
後
0
時
30
分
開
場
）

●
会
場
　
日
本
橋
社
会
教
育
会
館
ホ
ー
ル

　
女
性
セ
ン
タ
ー
「
ブ
ー
ケ
21
」
で
は
、
1

階
に
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
区
主
催
の
講
座
や
講
演
会
開
催
前
に
、

参
加
者
に
く
つ
ろ
い
で
い
た
だ
く
た
め
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ピ
ア
ノ
演
奏
し
て
く
だ
さ
る

方
を
募
集
し
ま
す
。
演
奏
時
間
は
10
分
程
度

で
す
。
詳
細
は
、
上
の
申
し
込
み
・
連
絡
先

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

回数 日程 テーマ

第1回  6月27日㈬ オリエンテーション
～「ブーケ21」って何するところ ?～

第2回  7月11日㈬ 男女共同参画講座・講演会の基
礎知識

第3回  9月12日㈬ 講座・講演会　プランの基礎力
アップ

第4回 10月10日㈬ 広報・チラシ作りのワンポイン
ト①

第5回 11月 7 日㈬ 広報・チラシ作りのワンポイン
ト②

第6回 平成31年
 1月23日㈬

どうやるの !? 講座・講演会運
営メソッド

第7回  2月ごろ 講座・講演会の実施

第8回  3月13日㈬ 反省会・修了証の授与

●
講
演
　 

金
澤
泰
子
さ
ん
（
書
家
）

 

「
ダ
ウ
ン
症
の
娘
と
共
に
生
き
て
」

●
映
画
　『
エ
ー
ル
！
』

●
対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

●
定
員
・
費
用
　

 
 

2
0
0
人
（
先
着
順
）・
無
料

●
主
催
　 

中
央
区
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

 

中
央
区

講座スケジュール ●
会
場
　
女
性
セ
ン
タ
ー
「
ブ
ー
ケ
21｣

●
対
象
　 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
（
原
則

と
し
て
全
て
の
回
を
受
講
で
き
る
方
）

●
定
員
・
費
用
　

20
人
（
先
着
順
）・
無
料

●
申
し
込
み
期
限
　

6
月
20
日
㈬

●
託
児
　 

生
後
3
カ
月
以
上
の
未
就
学
の
お

子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。
希

望
す
る
方
は
申
し
込
み
の
際
に
お

子
さ
ん
の
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
年

齢
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
細
は
、
左
上
の
申
し
込
み
・
連
絡
先
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

『エール！』（2014年／フランス映画）

○C 2014-Jerico-Mars  Films-France2  
Cinéma-Quarante12 Films-VendÔme  
Production-Nexus  Factory-Umedia

託児付
き

託児付
き

●
ゲ
ス
ト
　 

ダ
ニ
エ
ル
・
ロ
ズ
ド
バ
・
ハ
ロ
ー

ズ
さ
ん
（
英
語
教
師
）

●
費
　
用
　
無
料

※ 

「
講
演
と
映
画
の
つ
ど
い
」「
水
曜
イ
ブ
ニ

ン
グ
ト
ー
ク
」
と
も
に
詳
細
は
、
左
上
の

申
し
込
み
・
連
絡
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

女性センター「ブーケ21」
電話番号 03-5543-0651

女性センター「ブーケ21」
ホームページQRコード

● 中央区ホームページの
電子申請からもお申し
込みいただけます。

申し込み・連絡先
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館 長 記雑

「ブーケ21」は男女共同参画を推進し、一人一人が自分らしく生きることができる
地域社会を目指す拠点施設です。女性、男性どなたでもお気軽にお越しください。

●東京メトロ日比谷線・JR京葉線　
　八丁堀駅下車　A2・B3出口徒歩 3分
● 都バス「東 15」（深川車庫前⇔東京駅八
重洲口／豊洲駅前・明石町経由）　
　鉄砲洲下車 徒歩 3分
● 江戸バス「南循環」
　鉄砲洲下車 徒歩 3分
　入船三丁目下車　徒歩 3分
　「北循環」八丁堀駅下車　徒歩 3分

〒104-0043　
中央区湊一丁目1番1号
電話番号 03-5543-0651　
ホームページ 
　http://bouquet21.genki365.net/
◆ 開館時間 午前 9時～午後 9時（12
月 28日から1月 4日までと臨時休館
日を除く）

東
京
メ
ト
ロ
日
比
谷
線
八
丁
堀

新
大
橋
通
り

↑
至
茅
場
町

至
築
地
↓

鍛冶橋通り
JR京葉線八丁堀

B3出口

A2出口

鉄砲洲
入船三丁目

八丁堀駅

桜川公園

桜川敬老館
桜川保育園

亀島川

高橋

女性センター
ブーケ 21

至越中島→
←至東京

▲
今年の桜は急ぎ足で散ってしまい、今、街は緑
一色です。黄色に近いものから濃い緑までグラデー
ションが美しいこの季節は、街を歩くのも心が弾
む素晴らしい時間です。

▲

この美しい季節、毎年
の行事「ブーケ祭り」が巡ってきました！　実行
委員会はすでに着々と準備を進めてきています。
参加団体にもまた新しい団体が加わったようです。
創意工夫が凝らされているこのお祭りの今年の工
夫は何でしょうか、わくわくしますね。

▲

街では
あちこちでお祭りの準備を見掛けます。私の住む
街では、大きな神社のお祭りを控えて、商店街に
はしめ縄が張られ、掲示板にはポスターで祭りの
日程が告知されるのもこの時期です。わが家の隣
は、幼稚園から高等学校までそろった私立学校な
のですが、ここでも毎日、体育祭の準備・練習が
進んでいます。何年か前まで男子と女子が別々に
祭りを開催していたのですが、最近は一緒にやっ
ています。観戦する側からみれば、一緒の方がきっ
とはるかに面白く楽しいでしょう。

▲

「祭り」は、
やはり女性も男性も共に参加し、共に楽しみたい、
ブーケ祭りもその通りですよね。女性も男性も、
皆さま、どうぞいらしてください！ （松川淳子）

「ブーケ 21」女性相談をご利用ください
配偶者等や交際相手からの暴力をはじめ、仕事や家庭、生き方など、女性のさま
ざまな悩みに専門相談員がお応えします。一人で悩まず、お気軽にご相談ください。

毎月 第 1・5水曜日 第 4火曜日 10:00～ 16:00
毎月 第 2火曜日 第 3水曜日 15:30～ 20:30
（ ただし祝日、年末年始を除く）  ＊託児付き（要予約）　
上記以外の時間でも、女性センター開館時は予約を受け付けます。

面談相談（予約制）

電話相談（予約不要）

相談・予約電話番号　03-5543-0653（相談無料、秘密厳守）
毎週月曜日　10:00～ 16:00（ ただし祝日、年末年始を除く）

「ブーケ祭り」の季節に
なりました！

講演会 ワークルーム
広さは192平方メート
ル。料理の実習をはじ
め多目的にご利用いた
だけます。

研修室（和室）
茶道具一式を備
えた15畳の部屋
です。

保育室
講座に参加してい
る間、お子さんの
保育を行います。

印刷室
コピー機（有料）や
登録団体用の印刷
機があります。

情報資料コーナー
男女共同参画に関する本や資料があり
ます。本の貸し出しもしています。

授乳室
「赤ちゃん・ふらっと」とし
て東京都に届け出ています。
お出かけ中に、オムツ替え
や授乳のスペースとしてお
使いいただけます。

研修室（洋室）
研修室は3部屋あ
り、研修や会議に
お使いいただけま
す。

視聴覚室
ピアノがあり、
合唱や合奏の練
習ができます。

交流コーナー
打ち合わせや待ち合わせ、
交流の場としてご利用いた
だけます。水曜イブニング
トークや、各種講座を開催
します。

「
赤
ち
ゃ

ん
・
ふらっと」は東京都が定めた授乳・おむ

つ替
えス
ペー
ス
の
愛

称
で
す

「
赤
ち
ゃ

ん
・
ふらっと」は東京都が定めた授乳・おむ

つ替
えス
ペー
ス
の
愛

称
で
す

赤
ち

ゃん・ふらっと

赤
ち

ゃん・ふらっと

4F

3F

2F

中 2F

1F

▲お茶会の様子

▲合唱の様子（中央区ブーケ祭りより）

▲講演会の様子
（中央区ブーケ祭り
より）

女性センター「ブーケ 21」へ来てみませんか？
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参 加 団 体

日本橋モラロジー事務所

人形教室みやび会

ブーケ祭り実行委員会

FLAPはばたき

レイ・ロケラニ

朗読の会

朗読ボランティアグループわかはや会

わすれな草

編集発行／中央区総務部総務課女性施策推進係　中央区湊一丁目1番1号�中央区立女性センター「ブーケ21」内　電話番号�03-5543-0651
刊行物登録番号30-021　�編集協力／株式会社生活構造研究所　〒102-0083�東京都千代田区麹町二丁目5番地4�第2押田ビル3F Bouquet 特集号　2018年6月

第17回 中央区ブーケ祭り

◆ 日時： 6月22日㈮、23日㈯ 10時～ 16時
◆ 場所： 女性センター「ブーケ21」
◆ 主催： 中央区ブーケ祭り実行委員会・中央区

テーマ　あなたのハート ブーケに集めて
～職場で、地域で、家庭で働く人たちへの応援歌～

実行委員会企画

参 加 団 体

アマービレ

エガリテ

オスビーの会

音和会

カトレアグループ

かな書道を親しむ会

カラーの会・アヌビス

京橋防火女性の会

銀座育成婦人会

暮らしを考える会

傾聴ボランティアグループうさぎの会

＊ 東京都下水道局では、「桜橋第二ポンプ所見学会」も
開催します。女性センターの地下にある施設を見学
できる貴重な機会となります。

＊ 展示や発表内容は女性センター「ブーケ21」のホー
ムページへ掲載いたします。ぜひご覧ください。

＊ 女性センター「ブーケ21」は6月21日㈭から23日㈯は
ブーケ祭り（準備含む）のため、情報資料コーナーや
研修室などの利用を休止します。
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み
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み
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み
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み
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み
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参 加 団 体

新婦人コーラスエーデルワイスの会

新婦人女性の地位向上委員会

中央区環境保全ネットワーク

中央区社会福祉協議会

中央区消費者友の会

中央区女性海外研修者の会

中央区女性ネットワーク

中央区つつじ会

中央区文化財サポーター協会

東京建築士会女性委員会

東京都下水道局桜橋第二ポンプ所

23日㈯の
み

幸せのクローバー
ブローチ作り
手作りアクセサリーワークショップ

13:30～15:30
【4階 カフェ・軽食コーナー】

フルート・サックス演奏と歌
～音楽をベースに心身をほぐし、リラックスできる

楽しい時間を一緒に過ごましょう♪～
出演　ひまわり SARUE 

13:10～ 14:30【1階 発表の広場】 

6月
23日㈯

◆  発表の広場では参加団体のコーラスやダンス、活動
PRも行います。ご期待ください！

◆  クイズラリーに答えて景品ゲット！
◆  4階カフェ・軽食コーナーでおくつろぎください

1階実行委員会ブースにて頒布します
被災地支援 南三陸わかめ　　　　
22日㈮・23日㈯　　　　　　

■参加団体

6月
22日㈮

団体の紹介や活動内容を体験できるブースの設置、
  コーラス・ダンス・朗読をはじめとして、団体の特長を生かした発表を行います！


